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 開催日 平成 21 年 3 月 7 日（土）11:00～19:15 
 会 場 ベルサール八重洲 2 階「Room B・C」 
      東京都中央区八重洲 1-3-7 

   八重洲ファーストフィナンシャルビル 2F  TEL : 03-3346-1396  



第１９回 EB ウイルス感染症研究会 
 

開 会 挨 拶 １１：００～１１：０５ 
 
診断と病理 １１：０５～１２：００ 

座長 藤原 成悦 国立成育医療センター研究所 母児感染研究部 

１． 新規 EBV 感染細胞同定法の確立と慢性活動性 EBV 感染症への応用 

木村 宏、岩田誠子、山内洋平、西山幸廣(名古屋大学大学院医学系研究科ウイルス学) 

河邊慎司、後藤研誠、伊藤嘉規、小島勢二(同、小児科学) 

 

２． 蚊刺による水疱の細胞成分を解析した慢性活動性 EB ウイルス感染症の 1 例 

和田泰三、中川裕康、橋田暢子、柴田文恵、刀祢裕美、清水正樹、東馬智子、笠原善仁 

谷内江昭宏(金沢大学医薬保健研究域医学系小児科) 

 
３． Churg-Strauss 症候群として治療を受けていた CAEBV の一例 

上原貴博, 忍頂寺毅史, 森祟晃 (亀田メディカルセンター小児科) 

谷内江昭宏 (金沢大学医薬保健研究域小児科) 

 
 

ランチョンセミナー １２：１０～１３：１０ 
 

 CAEBV に対するシタラビン大量療法の位置付け                   共催 日本新薬株式会社 

 座長 河 敬世先生 大阪府立母子保健総合医療センター 血液・腫瘍科 

 講演１ 新井 文子先生 東京医科歯科大学医学部 血液内科 

 講演２ 近藤 統先生 大阪府立母子保健総合医療センター 血液・腫瘍科 

 講演３ 杉山 幸輝 日本新薬株式会社・学術部 

 

症例 １３：２０～１４：００ 

座長 岡村 隆行 琉球大学医学部小児科  

４． 重症肝炎で発症し VP16-CHOP 療法が奏功した EB ウイルス関連血球貪食症候群(EBV-HLH)の 1 例 

瀧本朋子、神野俊介、大賀正一、石村匡崇、保科隆之、高田英俊、楠原浩一 

原 寿郎(九州大学大学院医学研究院成長発達医学(小児科)) 

 

５． 一卵性双生児の姉のみに発症し,健常な妹から同系末梢血幹細胞移植を施行した 

   慢性活動性 EB ウイルス感染症の一例 

望月一弘、伊藤正樹、佐野秀樹、小林正悟、細矢光亮(福島県立医科大学医学部 小児科) 

菊田 敦(福島県立医科大学医学部 臨床腫瘍センター)、大戸 斉(福島県立医科大学医学部 輸血移植免疫部) 

木村 宏(名古屋大学大学院 ウイルス学)、伊藤嘉規、後藤研誠(名古屋大学大学院 小児科学) 



 
 招待講演 １４：００～１４：３０ 

座長 岡野 素彦 北海道立衛生研究所 

CAEBV in Korea 
  Young-Hyeh Ko, M.D.    
    Professor of Pathology, SAMSUNG Medical Center  
 

 特別講演 １４：３０～１５：３０ 

座長 脇口 宏 高知大学医学部小児思春期医学 

慢性活動性 EBV 感染症の治療法 CAEBV の治療 
  河 敬世 
  大阪府立母子保健総合医療センター 院長（血液・腫瘍科） 
 
 

コーヒーブレイク １５：３０～１６：００ 
 




